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一創立20年記念に寄せて
学 長 梶 浦善次
本学が創立されてから，今年は20年を迎えた。20年という年月は，これからの本学の歴史に
くらべると決して長い歴史とい うことはできない。しかしそれなりにいろいろな起状があった。
短大発足のための涙のにじむような苦労，その後の学科増設や校舎の移転，増築と施設の充実
など苦闘の連続であった。
ドレス ・メーカー学院の歴史や伝統を背景にしながらも，新設の短大の弱みと札幌ではなく
江別に存在することなど重なってか，初めの10年聞は，入学者が定員に満たないこともあって，
関係者をはらはらさせたこともあった。
最近の10年間は， 教育の成果も漸く評価され，現在は在学生数 1,600人を数える有数の短大
にまで成長した。時代の要請に応じた学科構成や私学振興の施策の実現などの要因を見逃すこ
とはできないが，教職員イ本となった開拓の努力に基くものであった。創立20年を発展期の中
で迎えることができたことは，まことに幸せに思う。
上のごとき短大発展の内実を形づくり，それを表現するものの一つが，教員の研究活動であ
ったことは，改めて述べる必要はないであろう。教育活動に劣らぬ短大の機能として， 研究活
動を奨励し，研究紀要の刊行に努めたのであった。ところでこのこと にふれると，初期におけ
る本学の研究活動の推進者であった故阿部文男教授を忘れることはできなし迎。
阿部教授は，短大創立ならびに運営の中心のひとりと して， 多忙な中にも， 研究の重要性を
説き，その推進の源動力となったのであった。研究紀要も，阿部教授の手を煩わして発刊され
たと聞いている。同教授は 病魔の冒すところとなり，その活動の盛期において倒れたことは，
まこと悲しむべきことであり，短大にとっても大きな損失であった。ここに改めて，この功績
に対し，感謝の念を新たにするのである。
阿部教授急逝のため，原稿引きつぎなど順調を欠き， 一時紀要の刊行が遅れたこともあった
が，その後紀要委員会の体制を整え，順調に刊行されるようになった。当初，研究紀要を論文
集と解釈されて，作品の制作を本領とする学科の参加が見られないような傾向があったので，
作品の発表を含むことと して，研究紀要は，真の意味で全学的な発表の機関となったのである。
近年，研究紀要は，毎年予定通り確実に刊行され，量質ともに格段の充実をして，その財政
的措置に苦慮する有様である。なお紀要の充実発展は，白佐教授を中心とする紀要編集委員会
の織密な計画と委員一同の組織的な協力的活動の成果であると確信するのである。ここでも委
員長である白佐教授ならびに委員の各位に対して深甚なる謝意を表したい。
以上本学における研究紀要刊行の歩みについて若干の回想をしたのであるが，本年度の紀要
について一言ふれでおきたい。本年度の紀要は， 「創立20周年記念号Jとして企画されて，例
年よりも早くしかも予定通り刊行の運びになったことは，まことに喜ばしく 同慶にたえない。
例年の個人研究のほかに，記念号にふさわしく「北海道女子短大1983年入学者の調査Jという
共同研究を企画し，かなりのページをその報告にあてているのである（一部は次号にも掲載さ
れる）。この調査報告は， 各学科の関係者が協力し， 文字通り全体一体となって可能となったの
である。 調査研究の対象は，本学の学生であり，研究対象の範囲は自ら限定されたものである
が，最近の学生の生活に対する態度や動向を適確に把握し，今後の短大の方向や学習内容ある
いは指導について，根本的に再検討するための根本的資料を得ょうと したのである。その目的
とするところは，狭い意図によるものであり，本学の学生の特有の諸側面を把握するものであ
るが，それは自らにして現代の学生の生活に対する態度や意識の共通な実態の一面をも示すも
のではないかとも考えられる。今後の問題を考える資料として利用されることを期待するので
ある。
この記念号のために寄稿され，また共同研究に参加された方々，紀要編集委員の方々にも，
再度謝意を表し，序とする次第である。
